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町ぐるみ摘もう

議
会
だ
よ
り

実
施
要
領
き
ま
る

非行は芽のうちに

第
一
次
環
境
調
査

の
う
ち
に
’
を
合
言
葉
に
、
七
月
末

ま
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
常
に
非
行

や
犯
罪
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
と

く
に
青
少
年
の
非
行
に
は
心
を
阪
く

し
ま
す
。
明
日
の
時
代
を
に
な
う
、

す
ば
ら
し
い
未
釆
を
も
っ
た
若
者
た

ち
で
す
が
、
悩
み
も
多
く
、
不
同
や

大
人
へ
の
不
信
感
か
ら
、
非
行
に
走

り
が
ち
で
す
。

こ
ん
な
時
、
ほ
ん
の
ひ
と
こ
と
の

思
い
や
り
の
言
葉
が
あ
や
ま
ち
か
ら

若
者
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
颯
ぐ
る
み
一
体
と
な
っ
て
、
非

行
に
走
る
若
者
た
ち
に
暖
か
い
愛
の

手
を
さ
し
の
べ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

発行所宇治市役所

東雛府宇治盲宇治琵奮Ｕ番雌

電話＠ｚｕｉｎ

印刷所新進堂印刷

市の人口

（昭和52年7月1日現在）

世帯数41，539世帯

97世帯増
142，287人

71．841人

70．446人
327人増

積

円
ｊ
マ

六
月
定
例
会
が
開
会

昭
和
五
十
二
年
六
月
宇
治
市
議
会

Ｍ
例
会
は
、
六
月
二
十
日
に
開
会
。

当
日
は
、
会
期
を
七
月
二
十
五
日

ま
で
の
三
十
六
日
間
と
決
め
た
あ
と

議
案
審
議
に
入
り
、
山
本
光
澄
監
査

委
員
の
辞
職
に
伴
う
新
Ｅ
一
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
市
か
ら
吉
田
ｆ
ｆ
ｉ
議

員
の
選
任
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
。
こ
の

ほ
か
、
Ξ
礒
案
に
つ
い
て
も
原
案
ど

トル

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
議
に
先
立
ち
、
全
国
市

錨
会
議
長
会
会
長
か
ら
、
昨
年
度
同

会
近
畿
部
会
長
（
近
畿
市
議
会
餓
長

会
会
長
）
の
職
に
あ
っ
た
田
中
前
議

長
と
、
在
職
十
年
議
員
の
野
上
議
長

江
口
副
議
長
、
野
田
議
員
、
福
井
議

員
お
よ
ぴ
佐
藤
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
惑

謝
状
と
表
彰
状
が
送
ら
れ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
そ
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

市
盤
笛
罠
課
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
妥
望
に
よ
り
、
昨
年
六
月

十
五
日
か
ら
、
「
電
話
予
約
に
よ
る

証
明
類
の
昼
休
み
交
付
」
、
市
役
所

か
ら
遠
く
不
便
な
万
の
た
め
の
「
市

侭
臍
連
絡
所
設
置
」
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
一
″

年
間
の
利
用
状
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昼

休
み
時
間
を
利
用
し
て

語
銀
を
受
け
取
ら
れ
た
の
は
、
戸

籍
謄
・
抄
杢
八
十
一
件
、
住
民
票
の

写
し
二
百
八
十
二
件
、
印
鑑
登
録
肛

明
二
百
九
十
一
件
、
そ
の
他
の
証
明

十
一
件
で
、
合
計
六
百
四
十
五
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
所
で

は
、
戸
籍
騰
・
抄
本
二
百
五
十
三
件

母
子
手
帳
三
百
三
十
五
件
、
住
民
票

の
写
し
二
千
五
百
六
十
六
件
、
そ
の

他
の
証
明
二
十
三
件
で
、
合
計
＝
平

百
七
十
七
件
も
利
用
さ
れ
、
多
く
の

方
か
ら
″
便
利
に
な
っ
た
″
と
喜
こ

ぱ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。
申
し
込
み
方
法
は
、
午
前
十

一
時
半
ま
で
に
直
通
電
話
Ｏ
Ｏ
三
三

〇
番
で
予
杓
を
し
た
あ
と
、
昼
休
み

に
市
民
課
の
電
話
予
約
交
付
＝
－
ナ

ー
に
来
て
い
た
だ
く
と
、
予
約
さ
れ

た
証
明
類
を
お
筏
し
し
ま
す
。

な
お
、
戸
籍
謄
・
抄
本
に
は
申
請

と
て
も
便
利
で
す

に
連
絡
所
へ
住
民
票
を
お
届
け
し
ま

す
。
ま
た
戸
籍
謄
・
抄
本
、
母
子
手

帳
、
を
召
駒
書
は
連
絡
所
へ
申
し

込
ま
れ
る
と
唇
筈
砥
へ
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
印
鑑
登
録
証
明
や
転
入

・
転
出
・
婚
姻
・
出
生
な
ど
の
届
け

は
連
絡
所
で
は
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
市
役
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

Λ
連
栢
町
の
所
在
地
Ｖ

市
民
課
窓
口
事
務
の
改
善

ご
利
用
の
方
法
は
・
：

◇
－
昼
休
み
交
付

取
吟
扱
う
証
明
狽
は
、
戸
籍
の
騰

・
抄
本
と
戸
籍
附
票
、
住
民
票
、
印

銀
翼
録
証
明
、
外
国
人
登
録
済
証
明

人
の
印
鑑
が
、
印
鑑
登
録
証
明
に
は

登
録
印
、
代
翠
人
の
場
合
に
は
代
理

人
選
任
届
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

◇
卜
市
役
所
連
絡
所

午
前
十
一
時
半
ま
で
に
市
民
課
へ

電
話
予
約
す
れ
ぱ
、
そ
の
日
の
う
ち

＝
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
＝

京
雌
ハ
イ
Ｊ
ハ
ス
環
境
対
策
協
礪
会
（

庄
司
光
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
第

九
回
目
の
協
囁
会
忠
習
、
第
一
次
環

境
調
査
の
実
施
要
爾
を
決
め
ま
し
た
。

今
回
決
っ
た
の
は
、
大
気
汚
染
、
騒

音
な
ど
、
自
然
科
学
部
門
を
中
心
と
し

た
六
項
目
で
、
ま
ず
、
予
定
ル
ー
ト
沿

主
眼
に
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
実
習
§
’
を
今
月
中

≒Λ
可
決
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
禰
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
傷
病
禰
償
年

金
の
支
給
と
悩
の
法
令
に
よ
る
給

付
と
の
調
整
方
法
の
改
善
に
よ
る

も
の
）

Ｏ
市
営
住
宅
の
設
置
お
よ
ぴ
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
郎
改
正
（
宇
治

下
居
に
市
営
住
宅
四
戸
を
新
殷
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
）

Ｏ
農
業
共
済
事
業
基
金
条
例
の
一
部

改
正
（
農
業
災
害
補
償
法
等
の
改

正
に
よ
る
も
の
）

Λ
同
意
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
監
査
委
員
の
選
任
同
意
を
求
め
る

に
つ
い
て
（
吉
田
明
議
員
の
選
任

に
同
意
）

旬
ま
で
に
、
地
元
関
係
団
体
に
脱
明
し

事
業
者
で
あ
る
日
本
道
路
公
団
が
七
月

ま
た
、

大
気
汚
染

▽
和
田
カ
メ
ラ
店
Ｉ
近

鉄
小
倉
駅
前
▽
江
口
商

店
ぼ
紫
ケ
丘
団
地
▽
松
下
時
計
店
―

大
開
マ
ー
ケ
ｙ
ト
前
▽
岩
田
書
居
1
1

御
蔵
山
商
店
街
▽
志
水
商
店
1
1
京
阪

木
幡
駅
東
▽
貿
聚
薬
局
1
1
宇
治
小
前

▽
荒
木
書
店
話
談
大
久
保
駅
前
▽

小
山
瑞
泉
堂
Ｈ
西
小
倉
小
学
校
用

振
動

植
生
・
野
生
動
物
・
自
然
景
観

・
・
・
ト
の
う
ち
大
津
市
境
か
ら
府
瓊
京

都
宇
治
線
ま
で
の
約
七
μ
の
間
、
道

路
の
両
側
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
μ
に
わ
た
っ

て
、
植
生
分
布
・
活
力
Ｍ
な
ど
ｍ

？
Ａ
写
真
で
調
査
す
る
と
と
も
に
、
地

上
に
定
点
を
設
け
て
植
物
や
土
墳
、

葉
分
析
な
ど
を
調
査
。
野
生
動
物
に

つ
い
て
は
、
炭
山
の
チ
″
ウ
、
’
宇
治

川
の
μ
ギ
ー
ツ
パ
メ
、
槙
島
の
ケ
ジ

な
ど
を
中
心
に
、
鳥
類
、
昆
虫
、
獣

類
の
数
・
穐
類
・
生
息
場
所
な
ど
を

調
査
。
自
然
景
観
に
つ
い
て
は
、
興

聖
寺
・
三
室
戸
寺
・
万
福
寺
・
宇
治

川
な
ど
と
道
路
構
造
と
の
調
和
を
検

討
す
る
。

文
化
財

晨
林
業
へ
の
影
響

／／
●●大特価ｉｒール実施中
●用途に応じて選べる1．3ｍ’（0．4坪から）

6．6ｍ’（2坪）までの豊富な10機種

●素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

●色はクリームとローズのツートンカラー

・お求めやすい手頃なお値段
■総合金物■

建築金物．機械工具．日曜大工道具．水道・ガス配管材料

（油勘グループ）マルカン金物㈱
匡1鉄宇治駅前ＴＥＬ（22）2131

■ナショナル住専店■
冷・暖・給湯設備設計施工

宇治橋通り3丁目ＴＥＬ（22）7100

509

残
り
六
項
目
の
第
二
次
環
境
訓
導
ｍ

妥
領
に
つ
い
て
は
、
八
月
に
開
か
れ

る
次
回
の
協
誦
会
で
決
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
第
一
次
環
境
調
棄
の
項
目

ご
と
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

ん
で
現
況
を
鯛
査
。
測
定
期
間
は
原

則
と
し
て
一
地
点
一
週
間
の
連
続
で

四
季
毎
に
行
う
。
測
定
項
目
は
一

化
炭
素
、
二
酸
化
イ
オ
ウ
、
一
一

窒
素
、
二
酸
化
窒
素
、
窒
累
酸
Ａ
．

光
化
学
オ
キ
．
”
＾
ダ
ン
ト
、

な
ど
八
項
見
関
連
と
し
て
、
気
ま

現
況
調
査
（
風
向
・
風
速
・
温
艮
・

湿
度
・
日
射
量
な
ど
）

の
交
通
量
調
査

か
気
ｉ
調
査
で
は
、
宇
治
川
左
岸
地

域
で
Ｉ
ポ
イ
ン
ト
通
年
の
鯛
査
を
、

宇
治
川
右
岸
茶
・
器
娃
及
ぴ
山
間
地

ｍ
で
精
密
調
査
を
行
う
。

十
三
日
に

定
例
会
再
開

騒
音

で
環
境
騒
音
を
測
司
測
定
は
、
開

放
的
な
夏
期
と
窓
を
閉
め
て
い
る
冬

期
に
わ
け
原
則
と
し
て
各
一
回
行
う

こ
の
う
ち
九
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は

暦
数
分
析
も
行
う
。
こ
の
ほ
か
測
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夏の大そうじを

7月17日～22日

一斉にしましょう

こ
と
し
も
「
夏
の
大
そ
う
じ
」
を

7
月
1
7
日
（
日
）
か
ら
2
2
日
（
金
）

ま
で
、
表
の
日
程
で
実
厖
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
も

湿
度
＆
向
く
、
家
の
な
か
は
し
め
り

が
ち
。
カ
ピ
や
害
ま
な
ど
の
発
生
し
。

や
す
い
季
節
で
す
。
大
掃
除
は
私
た

ち
の
恚
渦
境
を
清
潔
に
し
、
伝
染

病
を
予
防
し
ま
す
。
最
近
、
大
掃
除

を
さ
れ
る
家
庭
が
減
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
と
し
は
、
あ
な
た

大掃除実施日 実施していただく地域

7月17日（日） 月曜日の収集地区

18日（月） 火曜日〃

19日（火） 水曜日〃
20日（水） 木曜日〃

21日（木） 金曜日〃

22日（金） 土曜日〃

※雨天の場合は翌週の同じ曜日に実施してください。

の
家
鰐
で
も
ぜ
ひ
実
厖
し
て
く
だ
さ

い
。

■
大
掃
除
の
ゴ
ミ
収
集

大
掃
除
で
で
た
一
股
の
燃
え
る
ゴ

ミ
は
、
そ
の
翌
日
の
定
期
収
集
日
に

収
集
し
ま
す
。
な
お
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
7
月

1
日
号
の
9
燃
え
な
い
ゴ
ミ
』
の
収

集
日
程
表
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

市
民
の
協
力
で

能
率
よ
く

Ｈ
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に

必
ず
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
る
ゴ
ミ
・
・
ム
晨
の
ゴ
ミ
、
セ

ロ
ハ
ｙ
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
類
、

古
着
・
ポ
ロ
・
繊
維
類
、
草
・
ワ

ラ
・
竹
・
小
さ
な
木
片
な
ど

Ｏ
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
・
・
金
属
（
家
電
製
・

品
、
子
ぐ
吊
三
輪
車
、
空
カ
ン

な
ど
）
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、
ゴ
ム

（
タ
イ
ヤ
や
Ｉ
ｋ
”
－
プ
は
除
く
）

皮
、
ピ
ー
Ｔ
ル
ー
プ
ラ
ス
チ
″
ク

・
発
Ｓ
ス
チ
″
－
ル
、
灰
な
ど

※
な
お
、
今
回
の
大
掃
除
の
期
間
中

に
限
り
、
次
の
ゴ
ミ
は
『
燃
え
な

い
ゴ
ミ
』
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

タ
タ
？
｀
・
カ
Ｆ
ぺ
ｙ
ト
ー
マ
ブ
ト

レ
ス
ー
フ
ス
マ
・
障
子
戸
・
そ
の

ほ
か
小
家
具
類
な
ど

叫
ゴ
ミ
は
専
用
の
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入

れ
る
な
″
じ
っ
か
り
と
荷
づ
く
り

を
し
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
朝

早
め
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｓ
新
聞
0
－
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
で

き
る
だ
け
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
ず
、

町
内
会
な
ど
で
と
り
ま
と
め
て
市

が
実
施
し
て
い
る
『
古
紙
回
収
事

業
』
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
『
燃
え
る
ゴ
ミ
』
と
し
て

出
す
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
少
し

ず
つ
小
分
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
…
こ
わ
し
て
か
ら
幅

5
0
り
肩
、
厚
ｗ
ｉ
ｏ
ｒ
ｊ
＊
位
い
に
小

さ
く
東
ね
る
。

○
新
聞
・
雑
誌
…
せ
い
ぜ
い
厚
き
1
0

ｒ
：
£
程
度
に
小
さ
く
ま
と
め
る
。

○
植
木
の
刈
り
込
み
・
。
草
な
ど
・
：
土

や
太
い
枝
な
ど
を
と
り
除
き
、
カ

イ
″
ン
袋
な
ど
に
7
、
8
分
目
ほ

ど
入
れ
る
。

叫
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ
、
ク
ー
ラ

ー
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
部
品
が
取
り

は
ず
さ
れ
て
い
る
と
い
う
『
検
査

済
』
の
ス
テ
＾
カ
ー
が
は
ら
れ
て

い
な
け
れ
ば
回
収
し
ま
せ
ん
。
廃

棄
す
る
と
き
は
必
ず
そ
の
メ
ー
カ

ー
の
相
談
＝
‐
ナ
ー
に
連
絡
し
て

取
り
は
ず
し
て
“
ｙ
り
っ
て
く
だ
さ

い
。
無
料
で
と
り
は
ず
し
て
く
れ

ま
す
。

匈
引
っ
越
し
、
模
様
替
え
に
よ
っ
て

粗
大
ゴ
ミ
や
平
常
よ
り
た
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
が
出
だ
と
き
は
、
一
般
収

集
で
扱
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

と
き
は
、
ゴ
ミ
の
量
に
応
じ
て
料

金
を
支
払
う
臨
時
ゴ
ミ
収
集
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㈹
飲
食
店
や
恚
店
な
ど
か
ら
出
る

『
営
梁
上
』
の
ゴ
ミ
は
、
原
則
と

し
て
一
般
収
集
で
扱
い
ま
せ
ん
。

一
度
、
清
掃
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

地
方
交
付
粗
の
も
’
つ
一
つ
の
大
き

な
問
題
点
は
、
一
定
の
行
政
水
蹟
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
の

経
費
で
あ
る
基
準
財
政
需
妥
額
の
算

定
が
実
情
に
ま
っ
た
く
合
つ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。

宇
治
市
の
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
昭

和
五
十
年
度
で
、
。
基
準
財
政
需
要
額

は
約
四
十
六
億
八
千
万
円
と
算
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
際
の
決
算
で
は
七

十
四
直
六
千
万
円
の
一
股
財
源
が
必

要
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
約
二
十
八

さ
″
゛

そ
の
ほ
か
、
ゴ
ミ
収
集
で
わ
か
ら

（4）

財
政
を
考
え
る

各
職
の
補
正
認
Ｉ
掛
け
て
算
出
さ

れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
人

口
十
万
人
の
団
体
を
基
準
と
し
て
、

す
べ
て
国
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
多
く
の
問
題
点
を
は
ら
ん

地
方
交
付
税
制
度
（
下
）

こ
の
原
因
は
、
基
準
財
政
需
要
額

の
算
定
万
法
に
あ
り
ま
す
。

基
準
財
政
需
要
額
は
、
各
行
政
項

目
に
つ
い
て
、
測
定
単
位
（
人
口
な

ど
）
に
単
位
費
用
を
掛
け
、
さ
ら
に

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
清
掃
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
い
ま
す
。
鯵
垂
薮
を
例
に
と
っ

て
み
る
と
、
人
口
急
増
禰
正
が
あ
る

と
は
い
え
係
敗
が
農
村
型
の
団
体
を

想
定
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

都
市
問
題
に
悩
む
人
口
急
増
団
体
の

回
答
し
ま
し
た
。
ほ
か
、
団
地
内
に

幼
稚
園
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
い
う

題
汲
汲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会
は
、
「
妥
里
に

あ
が
っ
て
い
る
用
地
は
面
積
が
五
百

■
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

宇
治
Ｂ
で
は
、
次
の
ア
ル
バ
’
イ
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
清
掃
作
業
員
・
・
・
1
8
歳
か
ら
3
5
歳
ま

で
の
強
健
な
男
子
。
若
干
名
。

▽
電
話
交
ｍ
Ｔ
1
8
歳
か
ら
3
5
歳
ま

で
の
電
話
交
換
手
の
資
格
あ
る
女

子
。
1
弓

希
望
の
人
は
、
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
7
月
1
5
日
ま
で
に
清

掃
作
業
員
は
清
掃
課
へ
、
電
話
交
換

手
は
職
員
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
第
5
回
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

家
庭
婦
人
に
も
す
す
ん
で
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
第
5
回

宇
治
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
7
月
3
1
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

す
。
会
場
は
日
産
軍
体
京
都
工
場
体

育
館
と
西
大
久
保
小
・
平
盛
小
・
伊

勢
田
小
の
体
育
館
で
、
参
加
料
は
Ｉ

チ
ー
ム
千
円
で
す
。
チ
ー
ム
は
2
5
歳

以
上
の
既
婚
婦
人
で
編
成
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
7
月
2
5
日

ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
で
。

な
お
、
こ
の
大
会
は
、
第
7
回
京

都
府
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

の
予
選
も
兼
ね
ま
す
。

実
情
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ

の
た
め
例
え
ば
五
十
年
度
の
清

掃
費
で
は
、
基
準
財
政
需
要
額
と
し

て
措
置
さ
れ
て
い
る
の
は
人
口
一
人

あ
た
り
千
九
百
五
十
円
で
す
が
、
現

実
に
は
七
千
四
十
円
か
か
っ
て
い
ま

す
。人

口
急
増
都
市
に
お
い
て
は
、
ご

み
・
し
尿
の
処
理
を
は
じ
め
、
学
校

建
殴
、
福
祉
対
策
な
ど
、
行
政
経
費

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
制
度
で
は
、
こ
う
し
た

実
劈
箆
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

が
、
地
方
財
政
を
圧
迫
す
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

平
方
肩
と
狭
い
う
え
に
、
私
立
幼
稚

園
の
前
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
市

立
幼
稚
園
を
建
設
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
」
と
脱
明
し
ま
し
た
。

か
ら
2
3
日
（
土
）
ま
で
。

・
西
大
″
ハ
保
小
学
校
＝
ｔ
＞
月
2
5
日
（

月
）
か
ら
2
8
日
（
木
）
ま
で
。

い
ず
れ
も
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま

で
で
、
対
象
は
高
校
生
以
上
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
7
月
1
9

日
ま
で
に
登
録
料
3
百
円
を
添
え
て

社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
両
会
場
と
も
先
着
5
0
名

で
締
め
切
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ
・

・
7
月
1
4
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で
、
附
宇
治
中
学
校
で
。

種
目
は
卓
球
。

参
加
さ
れ
る
人
は
運
動
の
で
き
る

服
装
を
し
て
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

■
賞
の
健
康
教
窒

「
こ
ど
も
の
ム
。
■
ｉ
＞
歯
予
防
」
を
テ

ー
マ
に
、
7
月
1
9
日
（
火
）
、
午
後

1
時
か
ら
4
時
ま
で
、
宇
治
保
健
所

で
開
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
宇
治
久
世

地
区
の
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
っ

て
市
内
の
小
児
、
父
母
、
妊
婦
を
対

象
に
無
料
で
検
診
を
行
う
ほ
か
、
ふ

っ
素
塗
布
や
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
な

ど
の
個
人
指
導
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
ム
ー
＞
＞
歯
予
防
に
つ
い
て
の

映
画
を
午
後
1
時
か
ら
2
時
半
ま
で

上
映
し
ま
す
。
お
子
さ
ま
連
れ
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②駐車出来ます。
近鉄小倉駅より南西へ
徒歩（歩道づたい）

宇治市小倉町山際通りＴＥＬ0774－22－7649
●営業時間●ＡＭ9時～ＰＭ9時まで
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ま
ず
医
師
と
つ
な
が
り
を

＝
医
療
問
題
懇
談
会
の
話
合
い
か
ら
＝

「
人
口
流
助
の
激
し
い
こ
の
地
域

で
は
、
医
師
と
の
人
間
関
係
を
つ
く

る
の
に
時
間
を
嬰
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
家
庭
医
師
と
の
つ
な
が
2
＊

ぜ
ひ
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
1

宇
治
市
医
療
問
題
懇
談
会
は
、
こ
の

ほ
ど
、
第
2
回
目
の
会
合
を
開
き
、

救
急
医
療
体
制
の
見
直
し
と
休
日
急

患
診
療
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
主
な
内
容

を
招
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
市
民
代
表
の
委
員
か
ら
は

「
新
し
い
住
民
は
か
か
り
つ
け
の
家

庭
医
師
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
軽

症
で
あ
っ
て
も
救
急
車
を
利
用
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
身
近
に
診
て
も

ら
え
る
診
ｍ
ｏ
・
ｍ
診
席
肌
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」
、
「
重
足
の
場
脅

の
受
け
入
れ
体
制
を
確
立
す
る
た
め

国
立
病
院
を
後
送
病
院
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
い
う
要
星
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
「
急
患
診
價
…
に
つ
い

て
は
、
と
く
に
乳
幼
児
の
患
者
に
も

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
身
体
障
害

蕗
の
歯
科
診
療
施
設
に
つ
い
て
■
＜
ｍ

殷
を
考
え
て
は
し
い
」
、
『
現
Ｅ
の

財
政
事
情
の
な
か
で
、
休
日
医
療
を

実
現
す
る
た
め
の
構
想
は
あ
る
の
か

』
、
「
休
日
に
は
医
師
が
交
替
で
出

る
鴨
番
制
や
、
在
宅
診
療
を
研
究
課

題
に
」
－
な
ど
の
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
医
師
側
か
ら
は
「

乳
幼
児
を
か
か
え
る
お
母
さ
ん
方
は

ど
こ
に
ど
ん
な
医
院
が
あ
る
の
か
を

知
っ
て
お
く
と
と
も
に
、
平
素
か
ら

健
康
相
談
を
受
け
る
な
ど
を
し
て
医

師
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

」
、
「
急
患
診
療
所
の
あ
と
に
必
要

な
二
次
、
三
次
の
組
織
づ
く
り
に
行

政
も
努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
、
「
医

蘇
笞
は
専
門
化
し
て
お
り
、
専
門

以
外
の
科
は
は
診
察
で
き
な
い
と
い

う
現
状
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
―

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

ま
た
輪
番
制
に
つ
い
て
は
、
「
問

題
も
多
く
、
診
療
科
目
外
の
患
者
が

来
院
す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も

な
る
。
患
者
の
理
解
が
な
い
と
困
難

で
あ
る
」
と
い
う
意
見
の
ほ
か
、
歯

科
の
急
患
診
療
が
必
嬰
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
歯
科
医
師
会
は
協
力
す

る
体
制
を
準
備
し
た
い
と
い
う
積
極

的
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
つ

た
島
田
市
長
は
、
「
セ
ン
タ
ト
方
式

に
よ
る
休
日
急
患
診
″
盾
の
構
想
を

持
っ
て
お
り
、
で
き
れ
ば
、
歯
科
を

合
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
十
分
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
急
患
診
療
体
制
を
確
立
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
呼
ぴ

か
け
、
こ
の
日
の
会
合
を
閉
じ
ま
し

た
。

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
へ

六
地
蔵
・
西
大
久
保
で
行
政
懇
談
会

地
城
の
問
題
を
住
民
と
市
が
話
し

合
う
行
政
懇
談
会
が
、
6
月
2
1
日
に

六
地
蔵
地
区
で
、
ま
た
6
月
2
4
日
に

は
府
営
西
大
久
保
団
地
で
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
し
た
。

六
地
蔵
地
区
の
懇
談
会
は
、
3
月

の
懇
談
会
で
市
に
提
出
し
た
環
境
整

備
を
中
心
と
し
た
1
5
項
目
の
要
望
事

項
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
か
を
聞
く
た
め
に
開
か
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
な
か
で
、
市
か
ら
は
、
1
5
項

目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
。
柿

ノ
木
町
・
紺
屋
町
の
道
路
舗
装
と
側

溝
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
相
談

し
て
エ
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
、
府

道
宇
治
大
津
線
の
町
｝
蒋
妊
の
排
水

厖
工
事
は
、
府
と
協
議
が
整
い
、
時

期
が
決
ま
れ
ば
工
事
に
取
り
か
か
れ

る
こ
と
な
ど
を
回
答
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
・
奈
艮
町
池
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
府
営
西
大
久
保
団
地
の
懇

談
会
で
は
、
生
活
周
辺
の
問
題
を
中

心
に
6
項
目
の
要
求
が
出
さ
れ
、
住

民
の
ア
ン
ケ
Ｅ
に
よ
る
資
料
も
ま

じ
え
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
団
地
か
ら
府
道
の

パ
ス
停
ま
で
の
浚
系
を
舗
装
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
に
つ
い
て
、
市
は
。

『
私
道
の
た
め
舗
装
で
き
な
い
が
所

有
者
の
了
解
が
あ
れ
ば
、
補
修
に
必

要
な
砂
利
を
置
い
て
も
よ
い
』
と
、

－
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
水
泳
教
室

・
神
明
小
学
校
＝
7
月
2
0
日
（
水
）
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